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活動紹介 団体名〈富益地区自治連合会〉

活動の名称 富益地区 納涼祭

取

組

内

容

今夏の納涼祭は、8月 2日（土）当公民館多目的広場にて盛大に記載することが
できました。
連日の猛暑の中、熱中症警戒アラートが連日のように発表があり大変心配してい

ましたが、当日はその発表もなく予定とおり実行委員会スタッフ一同で、会場設営
等を実施し本番に備えました。
イベントの皮切りに、酸友連「がいな太鼓」和太鼓の演奏で、見事なバチさばき

に感動的で力強く、会場全体が酔いしれて、一気に盛り上がってきました。
-その後、演目も進み同行会等で、日頃の練習の成果を発揮して堂々たる演技に拍
手喝采でした。
会場には納涼祭に欠かすことの出来ない夏の風情を感じてもらい、地域の皆様が

楽しめる交流の場として、出店 3店・キッチンカー2台・飲料水コーナー・子ども
遊びコーナー等設け、子どもから大人まで楽しめる多彩なイベントを展開したとこ
ろ多くの来場者で各コーナーに行列が出来るほど賑わっていました。
夕日が沈み、祭りの最後のアトラクションとして抽選会には、大勢の来場者があ

り、「当たるかも」のドキドキ感で抽選会場は大いに盛り上がり、当選者は豪華景
品を手に満面の笑顔。楽しく終えることが出来ました。
最後になりますが、納涼祭はいろいろな人と交流が出来る機会になります。地域

住民の皆様に交流を深めてもらい「自分が住んでいる地域にどのような人がいるの
か知らない」とか「めったに顔をあわせて話す機会がない」という人もあられるの
ではないでしょうか。
最近問題になる防災の観点からも重要です。
来年も地域の皆様と共に、楽しい笑顔溢れる祭りにしたいと思います。

課

題

・

25



活動紹介 団体名〈夜見地区自治連合会〉

活動の名称 御祷祭 （通称 マイタマイタ）
おとうまつり

取

組

内

容

夜見開村の祖先の労を祀り、偉業を偲んで感謝するとともに、村の繫栄を祈るた
め、およそ 260 年前、宝暦・昭和の頃に始まったと伝えられている。
開村当時の家系の子孫が行っていた神事で、一時途絶えていたが有志により復活・
簡素化され毎年 10月下旬公民館行事として受け継がれ現在に至っている。
宮司の祝詞から始まり一同で御神酒をいただいた後、藁を綯って 7メートルの程の
大蛇（おろち）を作る。公民館祭では前庭の樹か石塔に巻き付けて飾り、終了する
と夜見神社に奉納している

課

題

・技術の伝承に不安がある
・藁の入手が困難になると予想される
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活動紹介 団体名〈尚徳地区自治連合会〉

活動の名称 地域と連携したまちづくり

取

組

内

容

尚徳地区で、自治連合会、公民館が中心となり取り組んでいる活動
尚徳は、それぞれの集落に様々な伝統文化があり継承してきた歴史があります。こ
こでは、自治連合会が主体となり、尚徳地区民が一体となり継承している活動を紹
介します。
【兼久土手の桜並木】尚徳さくらの里づくり推進協議会
尚徳地区は、中央を流れる法勝寺川・小松谷川の二大河川の恩恵をうけ、肥沃な
大地に恵まれ米作を主産業として栄えてきました。同時に水害による被害に悩ま
されてきました。明治・大正には三度の大洪水に見舞われ兼久堤防が決壊、米子
市民にまで被害が及び大規模な築堤工事が行われました。堤防の完成を記念し内
堤に桜が植樹され、昭和の中期にかけ桜の名所として市民の皆さんに親しまれて
きました。市内小学校の春の遠足の地でもあり、桜シーズンには、子供たちが桜
をバックに河原で走り回っていました。残念ながら昭和の後期に老衰枯死により
伐採されることとなりました。
尚徳地区民の心のふるさとでありシンボル的な存在となっていた「兼久土手の
桜」を継承し後世に引き継ぎたいと、住民が立ち上がり自治連合会を中心として
「尚徳さくらの里づくり推進協議会」を設立。国土交通省日野川河川事務所と協
議を重ね、安養寺橋から実久までの外堤に新たな桜を植樹し、地区民が一丸とな
り見守り育てて来ました。現在では、往事と変わらない見事な桜が咲き誇るまで
に成長しています。

【尚徳和みのロード】尚徳和みのロード運営委員会
かつて兼久土手の桜並木沿いを「法勝寺電車」が走っていた道は、江戸時代には
新出雲街道として多くの人が行きかう主要道でした。今では、尚徳地区の中心地
として小学校・老健施設・保育園・医院・JA・公民館・給食センターが点在し、
多くの人が行きかう道路となっています。尚徳小・中学校の子供たちが通学で登
下校し、多くの地域住民が行きかうこの道を、花で飾り笑顔あふれるロードにす
るため自治会を中心として「尚徳和みのロード運営委員会」を設置。公民館から
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老健施設アイアイまでの約 500m の道路を「尚徳和みのロード」と命名し、春と
秋の年 2回、保育恵児・小学生・地域の皆様が協力し 190 のプランターに 570 の
花を植えています。今では、一年中、綺麗に咲き誇る花に見守られながら子供た
ちが通学できるロードとなっています。

【千灯籠・万灯籠】尚徳地区千灯籠・万灯籠保存会
尚徳の各集落では、江戸時代末期から一世紀以上にわたり、火の神を祭る千灯
篭・万灯篭が継承されてきました。今では尚徳地区の夏の風物詩となっていま
す。令和６年、米子市の指定無形民俗文化財として指定されました。千灯篭・万
灯篭を継承する自治会が、「尚徳地区千灯篭・万灯篭保存会」を立ち上げ、尚徳地
区の伝統文化「千灯篭・万灯篭」の保存・継承活動を行っています。今年度は、
各地区に説明看板を設置しました。

【水辺の楽校】米子市法勝寺川水辺の楽校運営協議会
尚徳地区は、大雨による内水被害に悩まされてきましたが、国土交通省事業とし
て四ケ村堰の改修工事が行われ、水害の被害が軽減され川の流れが穏やかとなり
ました。尚徳地区の母なる二大河川に子供たちが安全に入り自然体験ができる環
境を整備していたただくよう、自治連合会・公民館が中心となり協議会を立ち上
げ国土交通省の「水辺の楽校」事業に応募し、平成 31年に採択され、令和６年
(2024)６月２９日に完成式典が行われました。尚徳地区に新設された素晴らしい
施設をどのように有効活用し、新たな歴史・文化を作り上げるかが大きな課題と
なっています。運営協議会では、尚徳の未来を担う子供たちとともに新たなふる
さとづくりをしたいと考えています。令和７年度は、サップ・ゴムボートを米子
市の補助金・寄贈により整備するとともに、国土交通省の補助事業を活用し水鉄
砲などを購入、尚徳中学校の生徒が中心となり、「夏休みに水辺の楽校で遊ぼう」
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と言う企画を立案から実行まで実施しました。尚徳中学校の生徒を中心として
「水辺の楽校」に多くの市民が訪れ憩いの場、子供たちが遊べる場となるような
施設運営を行い、新たな尚徳のふるさと史を構築するように務めています。水辺
の楽校が子供たちの心の故郷になるよう願っています。

課

題

【兼久土手の桜並木】
成木となり枯れ枝等が目立ち始め維持管理に手間暇がかかるようになっている。
【尚徳和みのロード】
花・プランター代などの必要経費が物価高騰により年々上昇、協賛企業の少ない
尚徳地区では運営経費の捻出が大きな課題となっている。また、年々気温が上昇
し猛暑日・雨不足など自然の猛威により夏場の水やりが大変な作業となってい
る。
【千灯籠・万灯籠】
半世紀前は子供たちが主体となり活動してきたが、少子高齢化により現在では自
治会が主体となり活動している。
【水辺の楽校】
継続的に運営するための財政が大きな課題
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活動紹介 団体名〈 永江地区自治連合会 〉

活動の名称 ながえ祭について

取

組

内

容

昭和 54 年（1979 年）8 月第 1回ながえ団地祭りを開催し、令和 7年 7 月 26 日
（土）第 47回ながえ祭を開催しました。
この祭りは永江地区自治連合会 6 単位自治会が協力してながえ祭実行委員会事

務局を組織し、寄付金を集め、くじ引き販売、ビアガーデン営業を行っています。
ステージでは五千石保育園、東みずほ幼稚園、尚徳小学校、尚徳中学校、米子南

高校の皆様に合奏、合唱、ブラスバンド、ダンスなどに出演していただいています。
プログラムとしては、米子外な太鼓、よなご万灯など、盛大に開催し、米子伸農

商業協同組合露店商、キッチンカーも出店していて、千人以上の方に集まって頂い
ています。

課

題

ながえ祭実行委員会事務局員は約 30名、その内の約半分は自治会役員で残り半
数は協力者ということでお手伝いいただいています。
また、各自治会にそれぞれ担当業務を振り分けていて、いずれの自治会も高齢化

のため担当者の選任に大変苦労されています。
（ビアガーデン、電気設営、舞台設営、会場設営整備、くじ引き等）
特に、事務局長のなり手がなくその選出だけで会議を２回開催した状況です。な

り手がないまま第４７回の事務局長を無理やり連続１０回目の方にお願いしまし
た。第４８回ができるのか？
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